
前田：それぞれどのような立
場から子どもや保護者のかた
を支援されているのか、まず
は自己紹介も含めてお話しで
きればと思います。私はこど
も家庭センターの心理職とし
て、関係機関と連携した相談支援や親子関係
改善のための調整などを行っています。
佐野：前田さんと同じ心理職の私は、緑が丘に
フリースクール「sunow（スノー）」をオープン
し、代表として運営を行っています。通ってくる
子どもたちと一緒に時間を過ごすのはもちろ
ん、保護者のご相談にも応じながら、一人一人
に寄り添うことを心掛けています。
大川：学校以外の居場所という点では、私たち
「ナナメのナカメ」の活動も共通です。週1回、
中目黒のライブハウスで、大学生スタッフが
子どもたちと一緒に勉強やお話しができる居
場所を提供しています。
小園：私が代表を務める「にじっ子
サポーターズ」では月1回の親の
会「にじカフェ」や週1回の子ど
もと大人の居場所「にじのえん
がわ」などを開催しています。
私自身の経験から、同じよう

な経験や思いを持つ保護者同士がつながり合
える場所が必要だと思い、活動しています。
猪田：私は、スクールソーシャルワーカーです。
福祉の視点から、子どもたちが笑顔で暮らせる
よう安心・安全な生活をサポートしています。
永久保：学校や地域の連携も重要ですね。私
は、学校に行きづらさを感じる小・中学生が安
心できる居場所として設けられた学習支援教
室「めぐろエミール」で主任
をしています。元教師とい
う経歴を生かして子ども
たちが楽しく学べるよう
な学習支援にも取り組
んでいます。
松林：私は第一中学校
の校内別室指導支援員として、校内の居場所
づくりに携わっています。勉強を教えるという
より、雑談やゲームを交えながら子どもが安
心して過ごせる時間を見守っています。
湯浅：皆さん本当にさまざまな活動をされて
いるのですね。私は平成29年に区立中学校を
卒業した、不登校の元当事者です。約10年前
の体験や葛藤についてお話しできればと思い
ます。

前田：こども家庭センターでは、家から出られ
ず不登校が長期化している子どもたちと関
わっています。ご自宅への訪問やセンターへの
来所などを通して、まずは人と関わることの安
心感を持ってもらいます。その後、少しずつ外
の世界に目を向けられるよう、
時間をかけて丁寧に寄り添う
ことを大切にしています。
佐野：安心感は一番の土台
ですよね。私たちフリー
スクールの役割は、単
に施設や環境などを
用意して「はい、終わり」ではありません。「居場
所」とは、子ども自身が「ここなら安心できる」と
実感できて初めて成り立つものです。慣れな
い環境の中で、子ども自身がその空間を自分
の居場所にしようと一生懸命に努力していま
す。「安心できる場所は自分でつくれる」という
確信を持てた時、子どもはおのずと前を向き
始めると考えています。
松林：「子ども自身が居場所にしていく」という
姿は、校内別室でも見られます。新しく来室し
た不安を抱えている子に対して、校内別室で少

しずつ心にエネルギーが溜まっ
てきた子がそっと話しかけた
り、家まで迎えに行ってくれ
たりすることがあるんです。
子ども同士が関わりを重
ね、お互いにとって居心地のよい場所をつくろ
うとする姿を見ると、人はみんなつながりたい
気持ちを持っているんだなと感じます。
猪田：佐野さんや松林さんのお話、すごくよく分
かります。まずは、安心できる環境で好きなこと
や関心のあることをしながら過ごすことが大切
だと思います。そして、子どもが思ったタイミン
グや選んだ場所でステップを一つずつ積み上
げていきます。その積み重ねの中で子どもた
ちが自分らしい歩みを進めるので、その子ども
の変化を見逃さず寄り添いたいと思います。
永久保：めぐろエミールでも、子どもに寄り添う
「支援」に徹しています。「頑張って」と背中を押
すのではなく、話をとことん聞いて、これまで
の歩みや今の気持ちを受け止めます。本人が
「ここなら安心だ」と感じて、自ら心を開くタイ
ミングを焦らず待つ姿勢を大切にしています。
湯浅：皆さんのお話をお聞きして、好きなこと
で自信を取り戻すという点に特に共感します。
私自身、家で絵を描くといったものづくりに没
頭したことが救いでした。その時の興味・関心
は結果的に大学の進路選択、そして今の仕事
や、アーティスト・フォトグラファーとしての活
動にもつながっています。今考えると自分の

「好き」を否定されない場所・時
間があったことは、貴重だった
なと感じます。
小園：ありのままを出せる場所っ
て本当に大切ですよね。私たち
の活動でも、何度も足を運んで
過ごすうちに、子どもたちが少

しずつ心を開いてくれるのを感じます。そうやっ
て自分が安心して過ごせる「居場所」が一つで
きると、そこを起点に「次はあっちにも行ってみ
ようかな」と少しずつ世界を広げられる。子ども
だけでなく、保護者同士も「こんな場所がある
よ」と声をかけ合い、誰かを気にかける温かい
ネットワークが広がってきています。活動を続
けてきて実感するのは、場所をつくるだけでな
く「地域全体を育てる」ということの大切さで
す。誰も孤立させない温かいコミュニティーが
地域にあること自体、大きな安心につながると
実感しています。

大川：今日集まった私たちも役割や考え方が違
いますよね。相談する相手としても合う・合わ
ないが生じる場合があるので、いろいろな場所
で人と出会うのがいいと思います。学校に行き
づらい理由も人それぞれで、「な
んとなく」という子もいます。全
てを一人で抱えなくても大丈夫
です。家庭だけで抱え込まず、
いろいろな人と関わりながら
少しずつ気持ちをほぐしてい
けたらいいですよね。
前田：おっしゃる通りですね。自分が「少し話し
てみようかな」と思える人に話してみることが、
安心につながることがあります。
小園：親子で不安を抱えたり、孤独を感じたりし
た時には、安心して話せる場所や、温かくつな
がれる地域コミュニティーが身近にあります。
気が向いた時に思い出してもらえたら。
永久保：めぐろエミールも、子どもたちや保護
者の声に耳を傾け、安心して相談できる環境
づくりに努めています。

松林：今どんな状態であっても「大丈夫だよ」と伝
えたいです。今すぐこれからの道を決める必要
はありません。悩んでいるかたはどうかご自身や
子どもたちを責めないでほしいなと思います。
佐野：学校以外の場所でエネルギーを溜める
時間は決して無駄ではありません。自分に合っ
た居場所を焦らず活用してもらいたいです。
猪田：私たちは皆さんにとっていつでも安心で
きる存在でありたいと思っ
ています。これからの過ご
し方を一緒に考えていく
お手伝いができればと
思います。
湯浅：皆さんが温かい
思いを持って支援に向き合っていることを知
り、元当事者としてうれしかったです。頼ったり
話したりできる場所はたくさんあるのだと感じ
ました。ただ、無理に全てを話す必要はないん
だよ、ということを悩んでいるかたにはお伝え
したいです。私自身、最初は不登校の理由を親
に自分の言葉で話すことが難しく、ノートに書
いて伝えていました。だから「全て話さなきゃ」
と身構えず、「この人になら」と思える相手に出
会えた時に、少しずつ気持ちを打ち明けてもら
えたらいいなと思います。

子どもにも保護者にも
安心できる居場所を

さまざまな立場で子どもや保護者に寄り
添う「ミカタ」がいます。地域には、子ども
や保護者を支える人や、安心して過ごせ
る居場所があります。
私たちは、必要になっ
た時に思い出してもら
える、身近な支えであ
りたいと考えています。

紙面で伝えきれ
なかった想いは
「めぐろプラス」で
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表紙はアーティスト・フォトグラファーの湯浅光さんの作品です。
学校生活でつらい経験をした幼なじみをモデルに、その記憶や葛藤を一
つの構図に落とし込んだポートレート。言葉にならない痛みや危うさを抱
えながら、懸命に日々をやり過ごしていた当事者の姿を重ねています。心
ない言動によって深く傷ついた瞬間なのか、あるいは苦難を乗り越えた
姿なのか。見る人の視点や心境によってどちらとも解釈できる作品です。

作品タイトル「解放」

目黒の不登校児童・生徒の支援

今号では、学校に行きづらさを感じている子ど
もとその保護者を支える区内の取り組みを紹
介します。行政や学校、民間団体、地域コミュニ
ティーなど、さまざまな立場で活動する支援者
7人と元当事者1人が集い、それぞれの想いに
ついて語り合いました。
8めぐろ学校サポートセンター
　（t3715-1531、f3715-2846）

学校内外で行っている
さまざまな支援

居場所は大人が用意して
終わりじゃない。
子ども自身が安心できる場へと
育てていく

読者の皆さんにお伝えしたいこと

寄り添い合う場所・仲間・取り組み 子どもや保護者を支える相談先や、安心して過ごせる居場所があります。活動内容や
利用方法はそれぞれ異なります。詳細は各窓口・団体にお問い合わせください。

校内別室指導支援員
校内の別室で、教室に入りづらい児童・生徒を見守る支援員です。安心して
過ごせる環境を整え、子どもの希望や状況に寄り添いながら、学校での過
ごし方を一緒に考えます。

こども家庭センター
心理職や福祉職の専門家が在籍し、子どもや家庭の状況に応じて、子どもの
心理的ケアや親子関係の調整など、切れ目のない相談支援を行っています。

不登校や学びづらさ、生きづらさなどを抱
える子どもやその家族、サポーターなどが
つながるグループです。子ども
の居場所や保護者同士がつな
がり合える場をつくっています。

にじっ子サポーターズ

緑が丘の少人数制フリースクールです。心
理士が専門的な視点から、一人一人の個
性や状況に応じて、日々の過ごし方や学
習、進路などを支援します。住
まいのような安心感ある空間
も特長です。

フリースクール sunow

区・学校の取り組み 地域・民間の居場所と仲間

めぐろエミールの運営や教育関連の相談、スクールソーシャルワー
カーの派遣事業を通じ、子どもたちの教育を包括的に支える教育
施設です。令和8年4月に中目黒スクエアへ移転しました。

めぐろ学校サポートセンター
リニューアル！

長期欠席などの状態にある小・中学生を
対象に、安心して過ごせる居場所の提供
や学習支援を行っています。
校外学習や調理実習なども
実施しています。

児童・生徒が学校生活や家庭生活で抱え
ている困り事について、子どもや保護者
の話を聞き、学校、家庭、地
域、関係機関との調整や支
援を行う福祉の専門職です。

中目黒で週1回開催される、子どもたちの居場所づくり
の活動です。大学生スタッフや地域のかたと一緒にボー
ドゲームや会話を楽しみ、安心できる時間を過ごせます。

ナナメのナカメ

■   めぐろエミール ■   スクールソーシャルワーカー
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